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対象期間

2008年4月～2009年3月（実績データに関しては、
2008年度を対象期間としましたが、活動内容につい
ては一部それ以前のもの、および本書発行直近のも
のも含んでいます）

対象範囲 JR東日本とJR東日本グループ82社※

※ JR東日本とJR東日本グループ82社 2008年度末時点。

　本報告書は、ＪＲ東日本グループにおける社会
貢献活動について、正確かつ分かりやすくご紹
介することを目的として発行しています。
　本書では、「特集編」と「詳細編」の２部構成
を採用しています。
　特集編では、2008年3月31日に発表した「グ
ループ経営ビジョン2020 －挑む－」を踏まえ、今後
の進むべき方向などについて、関係役員からの
コミットメントを掲載させていただきました。
　また詳細編は、当社グループの社会的責任と
して特に重要である「環境」「安全」「社会」の
３側面から取り組みや考え方をご説明するものと
させていただきました。
　今年度については、より多くの方に当社の取り
組みを分かりやすくご理解いただくよう、冊子へは
特に2008年度に進捗のあった事象などを掲
載することとし、経年的な情報などについては、当
社のＨＰへ記載させていただいております。
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